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朝
か
ら
弱
い
雨
が
降
り
続

い
て
い
た
６
月
23
日
、
紅
花

畑
に
〝
ぽ
つ
ん
〟
と
小
さ
な

紅
花
が
花
を
咲
か
せ
、
し
ら

た
か
の
夏
が
始
ま
っ
た
。

　

夏
至
か
ら
数
え
て
��
日
目

の
７
月
１
日
、
半
夏
生
の
こ

の
日
か
ら
「
紅
花
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ

ｌ
ｓ
～
万
葉
か
ら
の
誘
～
」

が
あ
ゆ
ー
む
で
ス
タ
ー
ト
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
紅
花
染
め
の
美
し
い

紅
（
あ
か
）
に
天
蚕
の
生
糸

を
あ
し
ら
っ
た
振
袖
が
初
披

露
さ
れ
、
拍
手
と
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
会
場
に
響

い
た
。

　

さ
ら
に
同
日
、
山
形
鉄
道

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
も
紅
花

が
咲
き
、
汽
笛
を
鳴
ら
し
て

出
発
す
る
列
車
に
た
く
さ
ん

の
人
が
手
を
振
っ
た
。

　

紅
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
た

７
月
９
日
、
�0
日
に
は
「
紅

花
ま
つ
り
」
が
町
内
３
会
場

で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。

十
王
八
卦
地
区
で
は
、
今
年

度
初
登
場
し
た
「
紅
花
娘
」

の
衣
装
を
着
て
、
写
真
撮
影

を
す
る
観
光
客
の
姿
も
。
今

ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
風

景
が
生
ま
れ
た
。

（上）白鷹町中山地内の紅花畑

１_ 職人の技術で、一枚一枚丁寧に紅餅

を作る佐藤さん　２_ 紅花に含まれる

たった１％の紅（あか）の色素を抽出し

て加工した紅餅　３_ 花弁を乾燥させた

乱花。伝統工芸品の深山和紙にも刷り込

まれる

　

紅
花
ま
つ
り
が
終
わ
る

と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
紅
花

畑
で
本
格
的
に
紅
花
摘
み
が

始
ま
っ
た
。
摘
み
始
め
る
の

は
夜
明
け
前
か
ら
。
何
百
㌔

も
の
紅
花
が
今
年
も
手
摘
み

さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
摘
ん
だ
紅
花
は

町
内
の
職
人
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
日
本
の
紅
（
あ
か
）

へ
。
昨
年
、
日
本
一
の
紅
花

生
産
者
と
な
っ
た
佐
藤
良
司

さ
ん
（
中
山
）
は
、
紅
餅
を

作
り
な
が
ら
汗
を
ぬ
ぐ
い
、

「
今
年
も
昨
年
と
同
じ
く
ら

い
豊
作
。
町
内
全
体
で
良
い

紅
花
が
育
っ
た
」
と
満
足
げ

な
表
情
を
見
せ
た
。

　

紅
花
生
産
量
日
本
一
の
白

鷹
町
。「
日
本
の
紅
（
あ
か
）

を
つ
く
る
町
」
し
ら
た
か
の

夏
は
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の

紅
花
と
人
の
手
に
よ
っ
て
、

紅
（
あ
か
）
く
染
め
ら
れ
た
。
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